
(57)【要約】

【課題】　特別な設備や運転管理を必要とせず低コスト

で操業することができる廃棄物処理システムを提供する

ことを目的とする。

【解決手段】　廃棄物処理システムは、低カロリー廃棄

物を焼却するストーカ焼却炉１０を有する燃焼装置１と

、高カロリー廃棄物をガス化する流動床ガス化炉２０と

流動床ガス化炉２０で発生した生成ガスを燃焼する溶融

炉２１とを有する流動床ガス化溶融装置２とを備えてい

る。この廃棄物処理システムは、燃焼装置１のストーカ

焼却炉１０で生成された灰を流動床ガス化溶融装置２の

流動床ガス化炉２０に供給する灰供給路３０を備えてい

る。

【選択図】　図１

JP 2005-351525 A 2005.12.22



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 廃 棄 物 を 焼 却 す る 焼 却 炉 を 有 す る 燃 焼 装 置 と 、
　 廃 棄 物 を ガ ス 化 す る 流 動 床 ガ ス 化 炉 と 、 該 流 動 床 ガ ス 化 炉 で 発 生 し た 生 成 ガ ス を 高 温 で
燃 焼 し 、 灰 分 を 溶 融 す る 溶 融 炉 と を 有 す る 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 と 、
　 前 記 燃 焼 装 置 で 生 成 さ れ た 灰 を 前 記 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 の 流 動 床 ガ ス 化 炉 に 供 給 す る
不 燃 物 供 給 路 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 燃 焼 装 置 で 生 成 さ れ た 灰 を 貯 留 し つ つ 、 該 灰 を 前 記 不 燃 物 供 給 路 に 供 給 す る 貯 留 槽
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 は 、 不 燃 物 を 処 理 し て 前 記 流 動 床 ガ ス 化 炉 に 戻 す 不 燃 物 処 理
装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 焼 却 炉 が ス ト ー カ 焼 却 炉 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に
記 載 の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 焼 却 炉 が 流 動 床 焼 却 炉 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記
載 の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 燃 焼 装 置 は 、 第 １ の バ グ フ ィ ル タ と 、 前 記 第 １ の バ グ フ ィ ル タ の 下 流 に 設 け ら れ た
第 ２ の バ グ フ ィ ル タ と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の
廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 は 、 第 １ の バ グ フ ィ ル タ と 、 前 記 第 １ の バ グ フ ィ ル タ の 下 流
に 設 け ら れ た 第 ２ の バ グ フ ィ ル タ と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 燃 焼 装 置 お よ び 前 記 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 は そ れ ぞ れ 第 １ の バ グ フ ィ ル タ を 備 え 、
　 前 記 燃 焼 装 置 お よ び 前 記 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 に 共 通 し て 使 用 さ れ る 第 ２ の バ グ フ ィ ル
タ を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 廃 棄 物 処 理 シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 燃 焼 装 置 の 第 １ の バ グ フ ィ ル タ に よ り 除 去 さ れ た 飛 灰 を 前 記 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置
の 溶 融 炉 に 供 給 す る 不 燃 物 供 給 路 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は ８ に 記 載 の 廃
棄 物 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 燃 焼 装 置 の 第 １ の バ グ フ ィ ル タ に よ り 除 去 さ れ た 飛 灰 を 貯 留 し つ つ 、 該 飛 灰 を 前 記
不 燃 物 供 給 路 に 供 給 す る 貯 留 槽 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 廃 棄 物 処 理 シ
ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム に 係 り 、 特 に 低 カ ロ リ ー 廃 棄 物 と 高 カ ロ リ ー 廃 棄 物 と が
混 在 し た 廃 棄 物 を 処 理 す る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 廃 棄 物 を 処 理 す る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム と し て ガ ス 化 溶 融 炉 が 用 い ら れ て い る が 、
こ の よ う な ガ ス 化 溶 融 炉 で は 、 灰 を 溶 融 す る た め に 炉 内 の 温 度 を 高 く す る 必 要 が あ る 。 し
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た が っ て 、 低 カ ロ リ ー 廃 棄 物 と 高 カ ロ リ ー 廃 棄 物 と が 混 在 し た 廃 棄 物 の 全 量 を ガ ス 化 溶 融
炉 で 処 理 し よ う と す る 場 合 に は 、 必 要 と な る 補 助 燃 料 等 の 量 が 増 え 、 運 転 コ ス ト が 高 く な
っ て し ま う こ と が あ る 。 ま た 、 焼 却 炉 と 溶 融 炉 と を 組 み 合 わ せ た 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム も 開
発 さ れ て い る が 、 こ れ ら の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム は 、 灰 の 溶 融 炉 と し て シ ャ フ ト 炉 を 使 用 し
た も の で あ っ た り 、 廃 棄 物 焼 却 炉 と 廃 プ ラ ス チ ッ ク ガ ス 化 ・ 灰 溶 融 装 置 と の 組 み 合 わ せ に
よ る も の で あ っ た り し て 、 廃 棄 物 を 焼 却 炉 と ガ ス 化 溶 融 炉 の 双 方 で 処 理 し つ つ 、 焼 却 炉 で
発 生 す る 灰 を 溶 融 処 理 す る こ と が で き る も の で は な か っ た 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ か ら ４
参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ３ － １ １ ８ ８ ６ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ５ ７ － ２ １ ０ ２ １ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ３ ０ ４ １ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ １ － ２ ９ ７ ７ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 特 別 な 装 置 や 運 転 管
理 を 必 要 と せ ず 低 コ ス ト で 操 業 す る こ と が で き る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 廃 棄 物 を 焼 却 す る 焼 却 炉 を 有 す る 燃 焼 装 置 と 、 廃 棄 物 を ガ ス
化 す る 流 動 床 ガ ス 化 炉 と 、 該 流 動 床 ガ ス 化 炉 で 発 生 し た 生 成 ガ ス を 高 温 で 燃 焼 し 、 灰 分 を
溶 融 す る 溶 融 炉 と を 有 す る 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 と を 備 え た 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム が 提 供 さ
れ る 。 こ の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム は 、 上 記 燃 焼 装 置 で 生 成 さ れ た 灰 を 上 記 流 動 床 ガ ス 化 溶 融
装 置 の 流 動 床 ガ ス 化 炉 に 供 給 す る 不 燃 物 供 給 路 を 備 え て い る 。 上 記 焼 却 炉 は 、 ス ト ー カ 焼
却 炉 ま た は 流 動 床 焼 却 炉 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 廃 棄 物 は 分 別 収 集 等 に よ り 低 カ ロ リ ー 廃 棄 物 と 高 カ ロ リ ー 廃 棄 物 と に 分 け る こ と が で き
る の で 、 受 け 入 れ ピ ッ ト で 区 分 け し て 貯 留 で き る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 燃 料 が あ ま り 必 要 で
は な い 燃 焼 装 置 に 低 カ ロ リ ー 廃 棄 物 を 供 給 し 、 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 に な る べ く 高 カ ロ リ
ー の 廃 棄 物 を 供 給 す る こ と に よ り 、 シ ス テ ム 全 体 と し て 必 要 と な る 補 助 燃 料 等 の 量 を 削 減
す る こ と が で き 、 シ ス テ ム の 運 転 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 燃 焼 装 置 で 生 成
さ れ た 灰 は 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 の 流 動 床 ガ ス 化 炉 に 供 給 さ れ る の で 、 別 途 の 装 置 を 設 け
る こ と な く 、 ガ ス 化 溶 融 装 置 を 運 転 す る こ と に よ り 焼 却 炉 で 生 成 さ れ た 灰 を 溶 融 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 例 え ば 焼 却 炉 と し て ス ト ー カ 焼 却 炉 を 用 い る 場 合 、 ス ト ー カ 焼 却 炉 で 生
成 さ れ 炉 下 か ら 排 出 さ れ る 焼 却 灰 に は 金 属 類 や 瓦 礫 類 が 灰 分 と 混 在 し て い る が 、 こ の 焼 却
灰 を 流 動 床 ガ ス 化 炉 に 供 給 す る こ と に よ り 、 流 動 床 の ク リ ー ニ ン グ 効 果 に よ り 灰 分 を 分 離
し 金 属 類 や 瓦 礫 類 を 有 効 利 用 し や す い 清 浄 化 さ れ た 状 態 で 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ こ で 、 燃 焼 装 置 で 生 成 さ れ た 灰 を 貯 留 槽 に 貯 留 し 、 該 貯 留 槽 か ら 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装
置 の 流 動 床 ガ ス 化 炉 に 供 給 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 、 焼 却 装 置 で 生 成 さ れ た 灰 を
流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 の 流 動 床 ガ ス 化 炉 に 貯 留 槽 を 介 し て 供 給 す る こ と に よ り 、 焼 却 装 置
と 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 の 運 転 を 独 立 し て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 は 、 流 動 床 ガ ス 化 炉 の 炉 底 か ら 流 動 媒 体 と と も に 不 燃 物 を
抜 き 出 し 、 流 動 媒 体 と 不 燃 物 を 分 別 し 、 さ ら に 不 燃 物 中 の 金 属 類 を 分 離 し た 後 、 不 燃 物 を
粉 砕 し て 該 流 動 床 ガ ス 化 炉 に 戻 す 不 燃 物 処 理 装 置 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 に は
、 シ ス テ ム 全 体 と し て 必 要 と な る 補 助 燃 料 等 の 量 を 削 減 す る こ と が で き 、 シ ス テ ム の 運 転
コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 の 流 動 床 ガ ス 化 炉 が 、 不 燃
物 を 粉 砕 し て 該 流 動 床 ガ ス 化 炉 に 戻 す 不 燃 物 処 理 装 置 を 有 し て い る た め 、 流 動 床 ガ ス 化 炉
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に 供 給 さ れ る 廃 棄 物 に 含 ま れ る 土 砂 や 瓦 礫 、 石 こ ろ 、 ガ ラ ス 等 の 不 燃 物 は 粉 砕 さ れ て 流 動
床 ガ ス 化 炉 に 戻 さ れ 、 流 動 床 ガ ス 化 炉 か ら 溶 融 炉 に 送 ら れ ス ラ グ と し て 回 収 さ れ る 。 燃 焼
装 置 か ら 排 出 さ れ た 灰 は 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 の 流 動 床 ガ ス 化 炉 に 供 給 さ れ る の で 、 別 途
の 装 置 を 設 け る こ と な く 、 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 を 運 転 す る こ と に よ り 、 燃 焼 装 置 か ら 排
出 さ れ る 灰 分 は 土 砂 や 瓦 礫 、 石 こ ろ 、 ガ ラ ス 等 の 不 燃 物 を 含 め て 溶 融 処 理 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 燃 焼 装 置 の 焼 却 炉 が 流 動 床 焼 却 炉 で あ る 場 合 に は 、 焼 却 炉 か ら 流 動 媒 体 と と も に
抜 き 出 さ れ る 焼 却 灰 は 金 属 類 、 土 砂 、 瓦 礫 、 ガ ラ ス お よ び 陶 磁 器 片 で あ る た め 、 そ の ま ま
あ る い は 金 属 類 を 選 別 し た 後 、 流 動 床 ガ ス 化 炉 の 不 燃 物 抜 き 出 し 部 に 合 流 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 上 記 燃 焼 装 置 は 、 第 １ の バ グ フ ィ ル タ と 該 第 １ の バ グ フ ィ ル タ の 下 流 に 設 け ら
れ た 第 ２ の バ グ フ ィ ル タ と を 備 え る こ と が で き 、 同 様 に 上 記 ガ ス 化 溶 融 装 置 も 、 第 １ の バ
グ フ ィ ル タ と 該 第 １ の バ グ フ ィ ル タ の 下 流 に 設 け ら れ た 第 ２ の バ グ フ ィ ル タ と を 備 え る こ
と が で き る 。 ま た 、 上 記 燃 焼 装 置 お よ び 上 記 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 に そ れ ぞ れ 第 １ の バ グ
フ ィ ル タ を 設 け 、 上 記 燃 焼 装 置 お よ び 上 記 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 に 共 通 し て 使 用 さ れ る 第
２ の バ グ フ ィ ル タ を 設 け て も よ い 。 ま た 、 上 記 燃 焼 装 置 の 第 １ の バ グ フ ィ ル タ に よ り 除 去
さ れ た 飛 灰 を 上 記 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 の 溶 融 炉 に 供 給 す る 不 燃 物 供 給 路 を 設 け て も よ い
。 さ ら に 、 上 記 燃 焼 装 置 の 第 １ の バ グ フ ィ ル タ と 不 燃 物 供 給 路 と の 間 に 、 第 １ の バ グ フ ィ
ル タ に よ り 除 去 さ れ た 飛 灰 を 貯 留 す る 貯 留 槽 を 設 け て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム に よ れ ば 、 特 別 な 装 置 を 必 要 と せ ず 、 最 少 の 補 助 燃 料 に よ
り 灰 分 を 溶 融 処 理 す る こ と が で き 、 運 転 費 を 大 幅 に 削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 流 動 床
ガ ス 化 溶 融 装 置 を 安 定 に 稼 動 さ せ 、 補 助 燃 料 必 要 量 を 削 減 す る た め に 、 廃 棄 物 を 破 砕 等 の
前 処 理 を し て 供 給 の 定 量 性 を 高 め る こ と が 行 わ れ る が 、 本 発 明 で は 、 燃 焼 装 置 と 流 動 床 ガ
ス 化 溶 融 装 置 と を 組 み 合 わ せ た シ ス テ ム と す る こ と に よ り 、 上 記 破 砕 等 の 前 処 理 は 流 動 床
ガ ス 化 溶 融 装 置 に の み 設 け れ ば よ い の で 前 処 理 を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。 破 砕 に 不 適 な
異 物 を 含 有 す る 廃 棄 物 の 処 理 に お い て は 、 上 記 前 処 理 で 安 定 運 転 が 阻 害 さ れ る こ と が し ば
し ば あ る た め 、 前 処 理 の 簡 素 化 に よ り 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム の よ り 安 定 し た 稼 動 が 可 能 と な
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ か ら 図 ３ を 参 照 し て 詳
細 に 説 明 す る 。 な お 、 図 １ か ら 図 ３ に お い て 、 同 一 ま た は 相 当 す る 構 成 要 素 に は 、 同 一 の
符 号 を 付 し て 重 複 し た 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム を 示 す フ ロ ー シ ー ト で あ
る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム は 、 ス ト ー カ 焼 却 炉 １ ０ を 有 す る 燃 焼 装 置 １
と 、 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ と 旋 回 式 溶 融 炉 ２ １ と を 有 す る 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ と を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 燃 焼 装 置 １ は 、 廃 棄 物 が 投 入 さ れ る ピ ッ ト １ １ と 、 廃 棄 物 を ピ ッ ト １ １ か ら ホ ッ パ １ ２
に 移 す た め の ク レ ー ン １ ３ と を 備 え て い る 。 こ の ピ ッ ト １ １ に は 、 例 え ば ４ ２ ０ ０ ～ ８ ４
０ ０ ｋ Ｊ ／ ｋ ｇ （ １ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ ） の 低 カ ロ リ ー 廃 棄 物 が 投 入 さ れ る
。 ピ ッ ト １ １ に 投 入 さ れ た 低 カ ロ リ ー 廃 棄 物 は 、 ク レ ー ン １ ３ に よ り ホ ッ パ １ ２ に 投 入 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 燃 焼 装 置 １ の ス ト ー カ 焼 却 炉 １ ０ は 、 乾 燥 ス ト ー カ １ ０ ａ と 、 燃 焼 ス ト ー カ １ ０ ｂ と 、
後 燃 焼 ス ト ー カ １ ０ ｃ と を 備 え て お り 、 ホ ッ パ １ ２ か ら プ ッ シ ャ （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 焼

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-351525 A 2005.12.22



却 炉 １ ０ に 供 給 さ れ た 廃 棄 物 は 、 乾 燥 ス ト ー カ １ ０ ａ 、 燃 焼 ス ト ー カ １ ０ ｂ 、 後 燃 焼 ス ト
ー カ １ ０ ｃ に よ っ て 焼 却 炉 １ ０ 内 を ゆ っ く り と 反 転 し な が ら 移 送 さ れ 、 乾 燥 お よ び 燃 焼 さ
れ 完 全 に 焼 却 さ れ て 灰 に な る 。 こ の ス ト ー カ 焼 却 炉 １ ０ で の 燃 焼 は 、 例 え ば ９ ０ ０ ℃ ～ １
０ ０ ０ ℃ で 行 わ れ 、 廃 棄 物 の カ ロ リ ー が 低 く て も 燃 焼 さ せ る こ と が で き る 。 焼 却 後 の 焼 却
灰 は 排 出 路 １ ０ ｄ を 通 じ て 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 燃 焼 装 置 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 焼 却 炉 １ ０ で 発 生 す る 排 ガ ス を 冷 却 す る と 同
時 に 熱 を 回 収 し て 蒸 気 を 生 成 す る ボ イ ラ １ ４ と 、 ボ イ ラ １ ４ か ら の 排 ガ ス を さ ら に 冷 却 す
る と 同 時 に 熱 を 回 収 す る エ コ ノ マ イ ザ １ ５ と 、 エ コ ノ マ イ ザ １ ５ か ら の 排 ガ ス を 急 速 に 冷
却 す る 減 温 塔 １ ６ と 、 減 温 塔 １ ６ か ら の 排 ガ ス に 活 性 炭 を 添 加 し て 排 ガ ス 中 の ダ イ オ キ シ
ン 類 を 除 去 す る 第 １ 段 の バ グ フ ィ ル タ １ ７ と 、 第 １ 段 の バ グ フ ィ ル タ １ ７ か ら の 排 ガ ス に
消 石 灰 を 添 加 し て 排 ガ ス 中 の Ｈ Ｃ ｌ ガ ス を 除 去 す る 第 ２ 段 の バ グ フ ィ ル タ １ ８ と 、 第 ２ 段
の バ グ フ ィ ル タ １ ８ か ら の 排 ガ ス を 排 出 す る 煙 突 １ ９ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 焼 却 炉 １ ０ で 完 全 燃 焼 し た 排 ガ ス は 、 ボ イ ラ １ ４ お よ び エ コ ノ マ イ ザ １ ５ で 熱 回 収 さ れ
、 さ ら に 減 温 塔 １ ６ で 冷 却 さ れ る 。 減 温 塔 １ ６ を 出 た 排 ガ ス 中 の ダ イ オ キ シ ン 類 等 の 有 害
成 分 は 活 性 炭 に 吸 着 さ れ 第 １ 段 の バ グ フ ィ ル タ １ ７ に よ り 取 り 除 か れ る 。 第 １ 段 の バ グ フ
ィ ル タ １ ７ を 出 た 排 ガ ス 中 の Ｈ Ｃ ｌ ガ ス は 消 石 灰 で 中 和 さ れ 、 第 ２ 段 の バ グ フ ィ ル タ １ ８
に よ り 中 和 灰 が 取 り 除 か れ る 。 こ の よ う に し て ク リ ー ン に な っ た 排 ガ ス は 煙 突 １ ９ か ら 大
気 に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ は 、 廃 棄 物 が 投 入 さ れ る ピ ッ ト ２ ２ と 、 廃 棄 物 を ピ ッ ト ２ ２ か
ら ホ ッ パ ２ ３ に 移 す た め の ク レ ー ン ２ ４ と を 備 え て い る 。 こ の ピ ッ ト ２ ２ に は 、 例 え ば ８
４ ０ ０ ｋ Ｊ ／ ｋ ｇ （ ２ ０ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｋ ｇ ） 以 上 の 高 カ ロ リ ー 廃 棄 物 が 投 入 さ れ る 。 ピ
ッ ト ２ ２ に 投 入 さ れ た 高 カ ロ リ ー 廃 棄 物 は 、 ク レ ー ン ２ ４ に よ り ホ ッ パ ２ ３ に 投 入 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ は 、 投 入 さ れ た 廃 棄 物 を ガ ス 化 す る 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ と 、 流
動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ で 発 生 し た 生 成 ガ ス を 高 温 燃 焼 す る 旋 回 溶 融 炉 ２ １ と を 備 え て い る 。 流
動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ の 内 部 に は 、 炉 床 か ら 吹 き 込 ま れ る 流 動 化 ガ ス に よ り 硅 砂 等 の 流 動 媒 体
が 流 動 す る 流 動 層 ２ ０ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ホ ッ パ ２ ３ に 投 入 さ れ た 廃 棄 物 は 、 給 塵 装 置 （ 図 示 せ ず ） に よ り 破 砕 さ れ た 状 態 で 流 動
床 ガ ス 化 炉 ２ ０ に 導 入 さ れ る 。 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ に 投 入 さ れ た 廃 棄 物 は 、 完 全 燃 焼 に 必
要 な 理 論 酸 素 量 よ り も 低 い 酸 素 量 で ５ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ℃ に 加 熱 さ れ て 熱 分 解 ガ ス 化 さ れ る 。
な お 、 こ の 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ に よ れ ば 、 流 動 層 ２ ０ ａ の 温 度 が 低 く 、 し か も 還 元 雰 囲 気
で あ る た め 、 不 燃 物 中 の 鉄 、 銅 、 ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 金 属 を 未 酸 化 の 状 態 で 回 収 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ で 生 成 さ れ た 、 チ ャ ー や タ ー ル を 含 む 熱 分 解 ガ ス は 後 段 の 旋 回 溶 融
炉 ２ １ に 送 ら れ 、 １ ２ ０ ０ ～ １ ５ ０ ０ ℃ の 高 温 で 燃 焼 さ れ る 。 こ の と き 熱 分 解 ガ ス と と も
に 旋 回 溶 融 炉 ２ １ に 供 給 さ れ る 灰 分 は 旋 回 流 に よ り 溶 融 炉 ２ １ の 壁 で 捕 集 さ れ 、 ス ラ グ と
な り 溶 融 炉 ２ １ の 底 部 か ら 排 出 さ れ る 。 こ の 旋 回 溶 融 炉 ２ １ で は １ ２ ０ ０ ℃ 以 上 で 熱 分 解
ガ ス を 燃 焼 す る た め 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 完 全 分 解 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 溶 融 炉 ２ １ で 発 生 す る 排 ガ ス を 冷 却 す
る と 同 時 に 熱 を 回 収 し て 蒸 気 を 生 成 す る ボ イ ラ ２ ５ と 、 ボ イ ラ ２ ５ か ら の 排 ガ ス を 急 速 に
冷 却 す る 減 温 塔 ２ ６ と 、 減 温 塔 ２ ６ か ら の 排 ガ ス を 除 塵 す る 第 １ 段 の バ グ フ ィ ル タ ２ ７ と
、 第 １ 段 の バ グ フ ィ ル タ ２ ７ か ら の 排 ガ ス に 消 石 灰 を 添 加 し て 排 ガ ス 中 の Ｈ Ｃ ｌ ガ ス を 除
去 す る 第 ２ 段 の バ グ フ ィ ル タ ２ ８ と 、 第 ２ 段 の バ グ フ ィ ル タ ２ ８ か ら の 排 ガ ス を 排 出 す る
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煙 突 ２ ９ と を 備 え て い る 。 な お 、 第 １ 段 の バ グ フ ィ ル タ ２ ７ の 後 段 に 触 媒 反 応 塔 を 設 け て
も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 溶 融 炉 ２ １ か ら 出 た 排 ガ ス は 、 ボ イ ラ ２ ５ で 熱 回 収 さ れ 、 さ ら に 減 温 塔 ２ ６ で 冷 却 さ れ
る 。 減 温 塔 ２ ６ を 出 た 排 ガ ス は 第 １ 段 の バ グ フ ィ ル タ ２ ７ に よ り 除 塵 さ れ る 。 こ の 第 １ 段
の バ グ フ ィ ル タ ２ ７ に よ り 除 去 さ れ た 飛 灰 は 重 金 属 類 の 溶 出 防 止 の た め フ ェ ラ イ ト 処 理 な
ど を 施 し て 排 出 さ れ る 。 そ の 後 、 排 ガ ス 中 の Ｈ Ｃ ｌ ガ ス が 消 石 灰 で 中 和 さ れ 、 第 ２ 段 の バ
グ フ ィ ル タ ２ ８ に よ り 中 和 灰 が 取 り 除 か れ る 。 こ の よ う に し て ク リ ー ン に な っ た 排 ガ ス は
煙 突 ２ ９ か ら 大 気 に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 燃 焼 装 置 １ の ス ト ー カ 焼 却 炉 １ ０ の 排 出 路 １ ０ ｄ か ら 排 出 さ れ た 焼 却 灰 は 、 貯
留 槽 ５ ０ に 貯 留 さ れ 、 灰 供 給 路 ３ ０ を 通 じ て ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ の 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ に 供
給 さ れ る 。 一 般 に 、 ス ト ー カ 焼 却 炉 か ら 排 出 さ れ る 焼 却 灰 は 金 属 類 、 瓦 礫 類 お よ び 灰 分 が
混 在 し て い る が 、 こ の 灰 を 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ に 供 給 す る こ と に よ り 、 流 動 床 ２ ０ ａ の ク
リ ー ニ ン グ 効 果 に よ り 灰 分 を 分 離 し 金 属 類 や 瓦 礫 類 を 有 効 利 用 し や す い 清 浄 化 さ れ た 状 態
で 回 収 す る こ と が で き る 。 ま た 、 灰 分 は 流 動 床 ２ ０ aで 微 粒 子 と な り 溶 融 炉 ２ １ に 送 ら れ
溶 融 さ れ る の で 、 別 途 の 装 置 を 必 要 と す る こ と な く 、 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ に よ り 灰 分
を 溶 融 処 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ の 流 動 床 ２ ０ aで 微 粒 子 と な ら な か っ た 灰 分 は 、 不 燃 物 と し て 流 動
媒 体 と と も に ガ ス 化 炉 ２ ０ の 炉 下 か ら 排 出 さ れ る 。 ま た 、 燃 焼 装 置 １ の 焼 却 炉 １ ０ で 生 成
さ れ た 灰 は 、 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ の 前 段 の 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ に 貯 留 槽 ５ ０ を 介 し て
供 給 さ れ る の で 、 燃 焼 装 置 １ と 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ の 運 転 を 独 立 し て 行 う こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 燃 焼 装 置 １ の 第 １ 段 の バ グ フ ィ ル タ １ ７ に よ り 除 去 さ れ た 飛 灰 は ダ イ オ キ シ ン 類
を 吸 着 し た 活 性 炭 を 含 ん で い る が 、 こ の 飛 灰 は 貯 留 槽 ５ ２ を 介 し て 飛 灰 供 給 路 ３ ２ か ら ガ
ス 化 溶 融 装 置 ２ の 溶 融 炉 ２ １ に 送 ら れ る 。 こ の 飛 灰 は 溶 融 炉 ２ １ で 溶 融 さ れ て 、 ダ イ オ キ
シ ン 類 等 は 分 解 し 無 害 化 さ れ 、 活 性 炭 は 燃 焼 し 高 温 を 維 持 す る た め に 寄 与 す る と と も に 、
灰 分 は 減 容 化 さ れ た ス ラ グ に な る 。 こ の よ う に 、 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ の 溶 融 炉 ２ １ に 送 ら れ
る 飛 灰 は 薬 液 処 理 を 行 う 前 の も の で あ る の で 、 Ｈ Ｃ ｌ な ど が 再 発 生 す る こ と が な い 。 な お
、 図 １ に 示 す よ う に 、 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ の 第 １ 段 の バ グ フ ィ ル タ ２ ７ に よ り 除 去 さ れ た 飛
灰 の 一 部 を 飛 灰 供 給 路 ３ ４ を 介 し て ガ ス 化 炉 ２ ０ に 戻 し て 灰 分 の ス ラ グ へ の 転 換 率 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ の 炉 底 の 不 燃 物 は 、 不 燃 物 排 出 装 置 ４ ０ に よ っ て 炉 底 か ら 抜 き 出 さ
れ る 。 不 燃 物 中 の 砂 は 、 砂 循 環 エ レ ベ ー タ （ 図 示 せ ず ） に よ り 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ に 戻 さ
れ （ 図 １ の Ａ 参 照 ） 、 砂 以 外 の 不 燃 物 は 磁 選 機 お よ び 非 鉄 金 属 選 別 機 ４ ２ に 導 入 さ れ る 。
不 燃 物 か ら 鉄 お よ び 非 鉄 金 属 が 選 別 さ れ た 残 り の 不 燃 物 は 不 燃 物 処 理 装 置 ４ ４ に 送 ら れ る
。 こ の 不 燃 物 処 理 装 置 ４ ４ は 粉 砕 機 な ど を 有 し て お り 、 不 燃 物 を 粉 砕 し て 流 動 床 ガ ス 化 炉
２ ０ に 戻 し （ 図 １ の Ｂ 参 照 ） 、 さ ら に ガ ス 化 炉 ２ ０ か ら 旋 回 溶 融 炉 ２ １ に 供 給 す る こ と に
よ り 、 不 燃 物 を ス ラ グ と し て 回 収 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 述 の 第 １ の 実 施 形 態 に お い て は 、 燃 焼 装 置 １ と 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ の 双 方 に 、 第
２ の バ グ フ ィ ル タ １ ８ ， ２ ８ お よ び 煙 突 １ ９ ， ２ ９ が 設 け ら れ て い た が 、 こ れ ら を 共 有 す
る こ と も で き る 。 図 ２ は 、 燃 焼 装 置 １ ０ １ と 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 １ ０ ２ と で 第 ２ の バ グ
フ ィ ル タ １ １ ８ お よ び 煙 突 １ １ ９ を 共 有 し た 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 廃 棄 物 処 理 シ
ス テ ム を 示 す 。 こ の よ う な 共 有 化 に よ り 設 備 の コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 燃
焼 装 置 １ と 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ と で ピ ッ ト お よ び ク レ ー ン を 共 有 し 、 ピ ッ ト 内 で 高 カ
ロ リ ー 廃 棄 物 と 低 カ ロ リ ー 廃 棄 物 を 区 分 し て 貯 留 す る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム を 示 す フ ロ ー シ ー ト で あ
る 。 上 述 し た 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 燃 焼 装 置 に お い て ス ト ー カ 焼 却 炉 を 用 い た
例 と し て 説 明 し た が 、 本 実 施 形 態 で は 、 燃 焼 装 置 ２ ０ １ に お い て 旋 回 流 型 流 動 床 焼 却 炉 ２
１ ０ を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 燃 焼 装 置 ２ ０ １ の 旋 回 流 型 流 動 床 焼 却 炉 ２ １ ０ の 内 部 に は 、 炉 床 か ら 吹 き 込 ま れ る 流 動
化 ガ ス に よ り 硅 砂 等 の 流 動 媒 体 が 流 動 す る 流 動 層 ２ １ ０ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ホ ッ パ １ ２
に 投 入 さ れ た 廃 棄 物 は 、 給 塵 装 置 （ 図 示 せ ず ） に よ り 粉 砕 さ れ た 状 態 で 流 動 床 焼 却 炉 ２ １
０ に 導 入 さ れ る 。 流 動 床 焼 却 炉 ２ １ ０ に 投 入 さ れ た 廃 棄 物 は 、 流 動 層 ２ １ ０ ａ 内 の 高 温 の
流 動 媒 体 と 激 し く 混 合 さ れ て 短 時 間 で 乾 留 ガ ス 化 さ れ 、 燃 焼 さ れ る 。 不 燃 物 は 炉 底 に 沈 み
、 不 燃 物 排 出 装 置 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 流 動 媒 体 と と も に 炉 底 か ら 抜 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 流 動 床 焼 却 炉 ２ １ ０ か ら 出 た 排 ガ ス は 、 ボ イ ラ ２ １ ４ で 熱 回 収 さ れ 、 さ ら に 減 温 塔 ２ ６
で 冷 却 さ れ る 。 減 温 塔 ２ ６ を 出 た 排 ガ ス は 第 １ 段 の バ グ フ ィ ル タ ２ ７ に よ り 除 塵 さ れ た 後
、 排 ガ ス 中 の Ｈ Ｃ ｌ ガ ス が 消 石 灰 で 中 和 さ れ 、 第 ２ 段 の バ グ フ ィ ル タ ２ ８ に よ り 中 和 灰 が
取 り 除 か れ る 。 こ の よ う に し て ク リ ー ン に な っ た 排 ガ ス は 煙 突 ２ ９ か ら 大 気 に 放 出 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 流 動 床 焼 却 炉 ２ １ ０ の 炉 底 か ら 抜 き 出 さ れ た 不 燃 物 は 、 貯 留 槽 ２ ５ ０ を 介 し て 不 燃 物 供
給 路 ２ ３ ０ を 通 じ て 、 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ ０ ２ の 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ の 炉 底 か ら の 不
燃 物 抜 き 出 し 部 に 供 給 さ れ る （ 図 ３ の Ｃ 参 照 ） 。 不 燃 物 抜 き 出 し 部 に 供 給 さ れ た 不 燃 物 は
、 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ の 炉 底 か ら の 不 燃 物 と と も に 磁 選 機 お よ び 非 鉄 金 属 選 別 機 ４ ２ に よ
り 処 理 さ れ 、 鉄 お よ び 非 鉄 金 属 が 選 別 お よ び 回 収 さ れ る 。 不 燃 物 か ら 鉄 お よ び 非 鉄 金 属 が
選 別 さ れ た 残 り の 不 燃 物 は 粉 砕 機 な ど を 有 す る 不 燃 物 処 理 装 置 ４ ４ に 送 ら れ 、 不 燃 物 を 粉
砕 し て 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 、 燃 焼 装 置 ２ ０ １ の 焼 却 炉 ２ １ ０ か ら 排 出 さ れ た 不 燃 物 は 、 貯 留 槽 ２ ５ ０ を
介 し て 不 燃 物 供 給 路 ２ ３ ０ を 通 っ て 流 動 床 ガ ス 化 炉 ２ ０ の 不 燃 物 抜 き 出 し 部 に 供 給 さ れ る
の で 、 特 別 の 装 置 を 用 い る こ と な く 、 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ ０ ２ を 運 転 す る こ と に よ り
処 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 述 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て は 、 燃 焼 装 置 ２ ０ １ と 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ ０ ２ の 双
方 に 、 第 ２ の バ グ フ ィ ル タ １ ８ ， ２ ８ お よ び 煙 突 １ ９ ， ２ ９ を 設 け て い る が 、 上 述 し た 第
２ の 実 施 形 態 の よ う に 、 こ れ ら を 共 有 す る こ と も で き る 。 ま た 、 ピ ッ ト お よ び ク レ ー ン も
燃 焼 装 置 ２ ０ １ と 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 ２ ０ ２ と で 共 有 す る こ と も で き る 。 さ ら に 、 上 述
の 第 １ か ら 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て は 、 ２ 段 の バ グ フ ィ ル タ を 利 用 す る 例 に つ い て 説 明 し
た が 、 １ 段 の バ グ フ ィ ル タ で 構 成 す る こ と も で き る 。 ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て は 、
燃 焼 装 置 を １ 系 列 、 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 を １ 系 列 設 け た 例 を 説 明 し た が 、 燃 焼 装 置 お よ
び 流 動 床 ガ ス 化 溶 融 装 置 の 系 統 の 数 は こ れ に 限 ら れ な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ れ ま で 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 述 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ
ず 、 そ の 技 術 的 思 想 の 範 囲 内 に お い て 種 々 異 な る 形 態 に て 実 施 さ れ て よ い こ と は 言 う ま で
も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム を 示 す フ ロ ー シ ー ト で あ る
。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム を 示 す フ ロ ー シ ー ト で あ る
。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 廃 棄 物 処 理 シ ス テ ム を 示 す フ ロ ー シ ー ト で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 １ ， １ ０ １ ， ２ ０ １ 　 　 燃 焼 装 置
　 　 ２ ， １ ０ ２ ， ２ ０ ２ 　 　 ガ ス 化 溶 融 装 置
　 １ ０ 　 　 ス ト ー カ 焼 却 炉
　 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ 　 　 ス ト ー カ
　 １ １ ， ２ ２ 　 　 ピ ッ ト
　 １ ２ ， ２ ３ 　 　 ホ ッ パ
　 １ ３ ， ２ ４ 　 　 ク レ ー ン
　 １ ４ ， ２ ５ ， ２ １ ４ 　 　 ボ イ ラ
　 １ ５ 　 　 エ コ ノ マ イ ザ
　 １ ６ ， ２ ６ 　 　 減 温 塔
　 １ ７ ， １ ８ ， ２ ７ ， ２ ８ ， １ １ ８ 　 　 バ グ フ ィ ル タ
　 １ ９ ， ２ ９ ， １ １ ９ 　 　 煙 突
　 ２ ０ 　 　 流 動 床 ガ ス 化 炉
　 ２ ０ ａ 　 流 動 層
　 ２ １ 　 　 旋 回 式 溶 融 炉
　 ３ ０ 　 　 灰 供 給 路
　 ３ ２ ， ３ ４ 　 　 飛 灰 供 給 路
　 ４ ０ 　 　 不 燃 物 排 出 装 置
　 ４ ２ 　 　 磁 選 機 ・ 非 鉄 金 属 選 別 機
　 ４ ４ 　 　 不 燃 物 処 理 装 置
　 ５ ０ ， ５ ２ ， ２ ５ ０ 　 　 貯 留 槽
２ １ ０ 　 　 旋 回 流 型 流 動 床 焼 却 炉
２ １ ０ ａ 　 流 動 層
２ ３ ０ 　 　 不 燃 物 供 給 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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